
３ 県 立 長 野 図 書 館 

  

（１） 図書館事業の概要 

図書館が、多様な県民の学びを支える「地域の情報拠点」としての役割を果たすため、県立

図書館を中心に様々な情報を活かした新しい図書館づくりを推進した。 

 

ア 資料の充実（郷土資料・一般図書・児童図書等） 

 

イ データベース等の情報提供の充実 

 

ウ 調査相談サービスの充実 

 (ｱ)レファレンス協同データベースへの事例登録・提供の促進 

 

エ 図書館間貸出の促進 

(ｱ)市町村図書館等支援用資料の充実（郷土資料、専門資料等の充実） 

(ｲ)資料返却費用の負担（特別支援学校図書館等対象館の拡大） 

 

オ 子どもの読書活動の振興 

 (ｱ)子どもの読書を考える講演会・研究集会の実施 

 (ｲ)紙芝居の演じ方講座・街頭公演・実践発表の実施 

 

カ 公共図書館、学校図書館、図書館未設置町村への支援 

(ｱ) 市町村巡回相談による個別の支援の実施 

(ｲ) 職員研修の充実 

(ｳ) 各種研修会への講師派遣 

(ｴ) 図書館設置準備支援 

   (ｵ) 公式 Facebook ページ等を通した情報発信の強化 

 

  キ 遠隔地サービスの充実 

   (ｱ)インターネット予約貸出の実施 

   (ｲ)遠隔地返却窓口の設置 

 

ク 長野県図書館協会との連携活動の推進 

(ｱ) 第 66 回長野県図書館大会（塩尻市） 

   (ｲ) 公共図書館職員初任者研修・バリアフリーサービス研修会等の開催 

 

ケ 関係機関との連携活動の促進 

   (ｱ)信州大学附属図書館との連携 

     「信州 知の連携フォーラム」の開催、職員の交流研修の実施 



   (ｲ)起業・経営無料相談会の実施 （（一社）長野県経営支援機構と共催） 

    (ｳ)「司法書士無料相談会」及び相続に関するセミナー（長野県司法書士会と共催） 

 

（２） 職員組織（人） 

館長 １   総務課 ３  企画協力課 ５  資料情報課 11  嘱託 14 

 

（３） 県立長野図書館協議会 

   委員の構成                      （平成 29年３月 31日現在） 

氏  名 現   職 

宮 本 美 保  長野市立松代小学校 教諭 

滝 澤 あけみ  子どもと本をむすぶ市民の会  

棟 田 聖 子  松川村図書館 館長 

井  上  喜久美  下諏訪町立図書館 館長 

伊 藤 直 子  ＮＰＯ法人ながのこどもの城いきいきプロジェクト 理事 

玉 城   司  清泉女学院大学 客員教授 

篠  原  由美子  松本大学 非常勤講師 

関     美佐子   上田市社会福祉協議会  生活支援員 

            （任期 平成 29 年１月１日から平成 30 年 12 月 31 日まで） 

 

（４） 図書館資料  （平成 29 年３月 31 日現在） 

ア 図書資料 

(ｱ) 図 書     総数            694,272 冊 

平成 28 年度受入数   9,694 冊（うち購入 5,828 冊、寄贈 3,866 冊） 

平成 28 年度除籍数  7,713 冊（重複蔵書の整理によるもの） 

(ｲ) 雑誌･新聞  雑誌    703 ﾀｲﾄﾙ  

                新聞    101 ﾀｲﾄﾙ 

  (ｳ) 文書記録          1,607 点 

  (ｴ) マイクロフィルム  9,929 ﾘｰﾙ 

 

イ 視聴覚資料 

(ｱ)16 ミリ映画フィルム 2,260 本 

(ｲ)ビデオテープ        3,036 本 

(ｳ)ＤＶＤ                177 本 

 

ウ 商用データベース         5 件 

 

 



（５） 館内利用状況 

開館日数                  277 日    【平日】172 日 【土日祝】105 日 

利用人員                 265,313 人     １日平均   958 人 

       【内訳】一般図書室      127,106 人     １日平均    459 人 

              児童図書室       37,100 人     １日平均    134 人 

              閲覧室           89,118 人    １日平均    322 人   

研修会・企画展等  11,989 人    １日平均     43 人   

 

（６） 調査相談 

    県民等から寄せられるさまざまな調査・相談に対して図書館の資料に基づいて回答する 

レファレンスサービスを実施した。 

 

調査相談件数（分類別）   
     （単位：

件） 

分  類 口 頭 電 話 文書、FAX、メール 計 

郷  土 525 279 416 1,220 

総  記 62 15 15 92 

哲  学 74 38 1 113 

歴  史 265 58 8 331 

社会科学 226 50 24 300 

自然科学 178 31 6 215 

技  術 141 27 2 170 

産  業 89 15 1 105 

芸  術 166 30 20 216 

言  語 44 15 7 66 

文  学 293 95 7 395 

利用案内等 641 2,280 14 2,935 

計 2,704 2,933 521 6,158 

比率（％） 43.9%  47.6%    8.5%  100 %  

 

 

 

 



（７） 図書館間貸出 

    県民等が必要とする図書館資料を最寄りの公共図書館等を通じて提供する図書館相互の貸

借を行った。 

    

図書館相互の貸借冊数（平成 28 年度）                （単位：冊） 

               区 分 

図書館等 
貸   出 借   受 

県 内 

公共図書館    1,782 360 

公民館図書室 497           0 

学校図書館 2,550        11 

その他機関 35  

県       外 237 120 

合       計 5,101 491 

     

（８） 行政機関等への支援状況 

区   分 
平成 28 年度 

件数 貸出冊数 

     行政機関等への特別貸出 6 12 

区   分 件数 

  図書館・行政機関等へのレファレンス 192 

 

（９） 団体貸出 

ア 公民館文庫 

     図書館未設置町村の図書館建設や読書活動支援のため、公民館図書室に対して１館 2,000

冊・５年間を限度に図書の貸出を行っている。平成 28 年度末で貸出が長期に及ぶ４地区で

配本停止し、２地区で継続している。 

 

    公民館文庫                 （平成 29年３月 31日現在） 

公 民 館 名 貸 出 冊 数 

栄村    73 

高山村  371 

計  444 

    



イ 視聴覚資料 

      学校教育、社会教育上価値が高く、広く利用されることが適当と認められる視聴覚資料（ビ

デオテープ、16 ミリ映画フィルム、ＤＶＤ）の貸出を行った。 

 

      延べ利用件数 

項       目 視聴覚資料（本） 

総       数 22 

内 

 

 

 

 

訳 

公 民 館 8 

民 間 団 体 0 

県 内 図 書 館・官 庁 12 

大   学 0 

高 等 学 校  0 

中 学 校 2 

小 学 校 0 

幼 稚 園 0 

県 関 係 0 

 

（10） 図書館改革への取り組み（再掲含む） 

ア 信州発「これからの図書館フォーラム」の開催  

  新たな時代にふさわしい図書館のあり方について議論・リードする場を展開 

  ・「都道府県立図書館サミット 2016 in 塩尻」（H28.7.1） 

   ・「これからの図書館の情報基盤 －地域のデジタルコモンズを射程に－」（H28.11.1） 

   ・「信州 知の連携フォーラム －戦略的ＭＬＡ連携による地域創生－」（H29.12.13） 

   ・「可能性を形に。これからの『図書館』想像（創造）会議」（H29.6.18～10.1） 

・「Wikipedia LIB@信州 #01」（H29.3.20） など 

 イ 公共図書館とのネットワーク強化 

・信州大学附属図書館との職員の交流研修 

  ・県内図書館からの依頼に応じた研修会講師の派遣 

  ・町立図書館の設置に向けた支援 

・市町村立図書館の「子ども読書活動推進計画」策定への助言 

ウ 蔵書を活かした企画展示の実施とパネリスト参加、市町村への提供 

   ・「松本市図書館創設 125 周年記念 発禁ギャラリートーク」 

   ・「山の日」企画展 －信州山の見えるまち、山の見える図書館－ 

・「信州の山岳」文庫 山と渓谷社から寄贈を受けた文庫の展示・貸出 ほか 

エ 先進的モデル空間の創出 

  ・一般図書室２階に「ハイブリット型図書館」のモデル空間を整備 

（タブレット端末等情報機器の利用が可能な、研修・ワークショップスペースを設置） 


